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議参最適化とその周辺機

.第 3 回

日時: 6 月 5 日(金) 14:00-17:00 出席者: 18名

場所:京大会館 105号室

テーマと講師:

「大規模計算におけるデータ転送の最適化j 津田孝夫

(京都大学)拡張記憶と主記憶でデータ交換しながら実

際上 compute-bound にして vector 性能で大規模計算

を行なう方法の解説とその FFTおよびLU分解への応

用例が示された.

「ダイヤ作成への人工知能手法の応用」佐野 弘(近

鉄・技術研究所)現在，同社で開発中の列車ダイヤ作成

システムについて，問題の表現法，知識利用の方法，推

論(探索)の方法などの説明，この方法を用いて作成さ

れたダイヤの紹介がなされた.

議接待ち行列傷

・第35回

日時: 1987年 6 月 20 日(土) 14:00-17:00 

編集後記砂関東地方は何十年ぶりの水不足に頭を悩まし

ている夏となっています.まだまだうだるような暑さが

続きそうです.朝早くふと庭をながめると朝顔の花がす

がすがしい感じを与えて咲いているのが目にはいった.

「あけぬればくるるものとはしら露の命に咲くか朝顔の

花J (仙崖)の句を思いだしつつ，朝顔のように世の無

常を受けとめそのなかでも一生懸命生きたい，と忙しさ

のなかでの一時を感傷にふけっている惨さて 8 月号は

「本四架橋」の特集を企画いたしました.本四架橋は近

い将来わが国の社会，経済，技術等に多大の影響を与え

場所:東京工業大学情報科学科会議室 出席者: 20名

テーマと官尊師:

• Q35-1 処理方式が異なる 2 つの待ち行列を持つ単一

サーパーモデルの解析(小沢利久・ NTT通研)全処理

式， Gøte 式， K-制限式を組み合せた待ち行列の平均待

ち時間分布を部分マルコフ過程を用いて求めた.

• Q35-2 An Approximate Anaysis of the Input 

Buffer Limits in Homogeneous Networks (小野里

好邦・電通大)入力パッファ制御法について検討した.

物DP場

日時 6 月 23 日(火) 18:00-20:00 

場所:日科技連出席者: 5 名

発表ペトリネット表現によるシステムの物理的な

変化と情報の流れについてJ 菅沢喜男(日大生

産工学部)

システムの信号あるいは情報の流れを抽象化し，簡潔

に表現できる記述方法としてペトリネットがある.さら

にシステムをベトリネットで表現してシステムの構造的

特性を明らかにすることができる.ここではベトリネッ

ト表現により，“取替えを考慮した信頼性システムのモデ

ノレ化と信頼度解析"と“ロポットとコンベアの協調動作"

とを述べた.

るでしょう.それらの影響を中国・四園地方のそれぞれ

の立場，さらに本四架橋全体の立場からの分析・評価を

紹介し，いろいろな視点でこの世紀の大プロジェクトを

会員の皆様と考えてみたいと思います砂 8 月 9 日 -8 月

13日はアルゼンチンで IFORS (国際OR学会連合会)

の国際会議が開催されます.主題は OR-Supporting

Decisions around the W orld であり，意思決定と O

R との関係があらためて論じられ， ORのより一層の発

展に役立つだろうと楽しみにしています. (Y) 
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